
所見 評価 評価

１　本事業は地方創生に非常に効果的であった（指標が目標値を上回ったなど）

３　本事業は地方創生に効果があった（目標値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善したなど）
４　本事業は地方創生に対して効果がなかった（実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなど）
５　事業効果を確認できない

検証結果【交付金関係】

担当課における評価 検証委員からの評価

所見

○　評価における選択肢

２　本事業は地方創生に相当程度効果があった（目標値を上回ることはなかったものの目標値を相当程度（７～８割）達成したなど）

No. 事業名 事業目的及び概要 事業実施状況

1

四国のゲートウェ
イを起点とした
「おどる宝島★と
くしま観光・文化
プログラム」発信
戦略[広域連携]

　にし阿波・剣山～吉
野川観光圏の構成市町
（美馬市・三好市・つ
るぎ町・東みよし町）
の一つとして、一般社
団法人そらの郷と連携
して、にし阿波の歴
史・文化を活かした体
験型教育旅行や農家民
泊等の拡大、観光情報
発信を行う。
　また、世界農業遺産
の認定を受け、農産物
の販売促進やインバウ
ンド観光誘致、傾斜地
農耕システムの保全を
目指す。

　一般社団法人そらの
郷を中心に「にし阿
波」で観光のワンス
トップ窓口として事業
を継続し、にし阿波観
光圏の旅行商品化や情
報発信などを行った。
　都心部の修学旅行生
が圏域内の一般家庭で
民泊と農業体験を行う
教育旅行では、新型コ
ロナウイルス感染症の
影響でキャンセルが相
次ぎ、令和元年度の
1,226泊から令和2年度
は481泊と減少した。
　世界農業遺産では徳
島剣山世界農業遺産協
議会を中心に、小学5
年生を対象とした教育
用まんがを作成した。
　また、圏域内の小・
中学校及び高校での世
界農業遺産教育の実
施、国内外向けPR動画
の制作、雑穀栽培の講
習や実演会などを行
い、地域への消費額を
高める取組を行うとと
もに、農地保全の取組
を進めた。

　新型コロナウイルス
感染症により、宿泊者
数は大幅な減少となっ
たが、コロナ禍におい
ても、オンラインによ
る教育旅行の誘致活動
や、教育用漫画「ナナ
メぐらしを調査せ
よ！」の制作に取り組
み、関係事業者の業務
継続を支援したため、
地方創生に効果があっ
たと考える。
　引き続き、アフター
コロナを見据えた取組
の継続が必要である。 3

・新型コロナウイルスの影響により各種数値が低下し
ており、客観的な評価が難しい。

・設定されたKPIが県内全体の数値であるため、美馬
市での評価の確認が難しい。美馬市独自のKPI設定が
必要。アフターコロナを見据えて実施したものを具体
化した方が良いのではないか。

・事業の評価を実施する上では、市単独の各種データ
に基づいた自己評価が必要であるため、市が把握して
いる数値を明確にすることが重要である。

・広域連携という枠の中にあって、個々の取組の内容
については工夫・努力の跡が感じられた。

・コロナ禍の状況においても農業体験を行う教育旅行
を継続的に実施し、世界農業遺産の教育用まんがを作
成する等一定の努力は評価できる。

・ワクチンの普及により、今後の観光業においてはア
フターコロナの出口戦略が重要になってくる。

※広域連携の事業として県全体のKPIが設定されてい
るため、美馬市の実績によるKPIの評価ができない。
ただし、美馬市でもコロナ禍における事業の実績があ
り、目標に対しての一定の努力が認められるため、本
事業は地方創生に効果があったとみなす。

3 ※

資料４



所見 評価 評価

１　本事業は地方創生に非常に効果的であった（指標が目標値を上回ったなど）

３　本事業は地方創生に効果があった（目標値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善したなど）
４　本事業は地方創生に対して効果がなかった（実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなど）
５　事業効果を確認できない

担当課における評価 検証委員からの評価

所見

○　評価における選択肢

２　本事業は地方創生に相当程度効果があった（目標値を上回ることはなかったものの目標値を相当程度（７～８割）達成したなど）

No. 事業名 事業目的及び概要 事業実施状況

2

美馬市×大塚製薬
×徳島ヴォルティ
ス連携健康づくり
プロジェクト

　美馬市、大塚製薬株
式会社及び徳島ヴォル
ティス株式会社の三者
で締結した覚書に基づ
き、令和元年度から令
和5年度までの間、姿
勢の悪さや慢性的な痛
みを感じる20歳以上の
市民延べ1,800人を対
象として、運動プログ
ラム、栄養補給及び
ICT活用による活動量
の「見える化」を行う
ことにより、運動機能
の改善を通じた運動習
慣の定着化を図り、将
来的な医療費及び介護
給付費の抑制を図る。

申込者数169人（第1
クール108人、第2クー
ル61人）
参加者数131人（第1
クール73人、第2クー
ル58人）

<KPI>
1.運動習慣のない参加
者（69人）→運動習慣
の改善者（44人）　改
善率63.8％
2.基本チェックリスト
3項目該当者（12人）
→基本チェックリスト
3項目該当者（2人）
改善率83.3％

※新型コロナウイルス
感染症の感染防止のた
め、4クール開催予定
を2クール開催に変
更。KPIについては、2
クールの実績で算出。

　新型コロナウイルス
感染症の影響を受け、
予定より実施クール及
び参加者が減少したも
のの、最善の感染防止
策を講じながら、プロ
グラムを実施した。
　その結果、KPIを超
える改善が見られた。
　また、市民の健康意
識の高さも窺えること
から、本事業は地方創
生に非常に効果的で
あったと考える。

1

・KPI設定も適当であり、数値比較による効果も明確
である。

・専門のコーチの指導のもと有効なトレーニングが安
価で受けられることは、このうえないことだと思われ
る。

・コロナ禍においてステイホームが求められる時期だ
からこそ、健康づくりには力を注がなければならない
と感じる。

・事業の実施が、すぐに、健康寿命の延伸や将来的な
医療費及び介護給付費の抑制につながるものではない
が、長期的な視野を持って、現段階から健康寿命や医
療費、介護給付費のデータを収集し、データに基づい
た合理的な政策策定を行うことが望ましい。

・参加延べ人数を5年間で1,800名と計画しているが、
残り3年間で達成できる施策をしっかり検討すること
が重要。

・高校生や大学生など若年層への展開も必要ではない
か。また、このプログラムを習慣化させるためのイン
センティブの検討も必要。
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